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65億4000万円
第２次総合計画（平成29年度～38年度の10年間）の重点戦略である「川根本町
の強みを生かす施策」と「人口減少の克服を目指す施策」を推進するために…

（1）安心して元気に暮らせるまちづくり
　自然災害等に備えた防災対策、人口減少・少子高齢化に対応し、町民が健康で明るく
過ごすための保健、医療、福祉、教育の充実に向けて

（2）農林業が元気で、豊かな経験・自然を生かしたまちづくり
　農林業の振興、農林業と観光、商工の連携による地域活性化・6次産業化、町民の財
産である歴史的資産、豊富な自然資源を生かした施策の展開に向けて

（3）交流とふれあいのまちづくり
　南アルプスユネスコエコパークの理念の普及啓発を始めとする取組の更なる推進、大
井川鐵道と連携した誘客対策等の実施、地域間交流の促進、人づくり・魅力づくり・活
力づくり活動への支援に向けて

＜主要事業の内訳＞

①多彩な地域資源を生かし、人間と自然との共生を目指した地域間交流の促進
○大井川流域観光事業　1,200万円、SLフェスタ事業　400万円
　・大井川鐵道のトーマス号の運行による沿線地域の活性化
　・ＳＬを核とした大井川流域への誘客による交流事業
○川根本町まるごと遊湯得（ゆうゆう）事業　850万円
・大井川鐵道発行のフリー切符と町内旅館宿泊券をセットで販
売。宿泊した場合宿泊割引を実施し、誘客を図る

○エコツーリズム推進事業　632万5千円
　・地域資源を活かしたエコツーリズムによる交流人口の拡大
○空き家バンク事業（空き家改修事業費補助金）　405万8千円
・空き家バンクに登録された物件を購入・賃貸した者に対する
当該物件の改修費を補助
・対象経費の1/2、限度額50万円。ただし、町内に在学する子が
いる場合は限度額100万円

○定住促進住宅建設事業費補助金　1,200万円
　・定住を目的とした住宅の新築に対する補助。建築に要する経費の5/100以内、限度額30万円

　ただし、申請日時点で申請者に中学生以下の子供がいる場合に、子供１人あたり50万円の加
算（３人を限度）のほか、町内建築業者の施工の場合で30万円、大井川流域産材を主要構造の
40％以上使用した場合に30万円の加算がある。

接岨湖からレインボーブリッジを望む
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平成29年３月
定例会

３月２日～23日
一般会計予算
前年度比 5.2％（3億2,300万円）増の

上程された27議案　全て原案どおり可決
　今定例会では、第２次川根本町総合計画の基本計画策定を始め、固定資産税の特例に関する条例の制
定他９件の条例の改正や28年度補正予算５件、29年度予算７件、静岡市との連携協約の締結１件など全
27件の議案が上程され、原案どおり可決されました。なお、これらの議案の内容や討論については６
ページ、７ページ、議員の賛成・反対については８ページの賛否表をご覧ください。６日間にわたる予
算特別委員会や最終日の４人の議員による一般質問では、小・中学校のＩＣＴ教育推進事業と医療、福
祉へのＩＣＴの利活用、文化財や伝統文化の保存継承、空き家対策、若者が安心して定住・移住できる
まちづくり、子育て支援の拡充等について、町長の思い、今後の対応等について質問を行いました。

②未来を担う子どもたちが大きな夢をもち、生き生きと輝き育つまちづくりを目指して
○医療費助成事業　2,208万8千円
・高校卒業までの子ども医療費完全無料（県内２町だけ！）
・不妊治療費・未熟児療育医療費の助成　　　　　
○元地名保育園を南部子育て支援施設に改修　3,975万4千円
○放課後子ども総合プラン推進事業　1,479万5千円
・放課後子ども教室（南部小・中央小・第一小・本川根小）
と放課後児童クラブの運営

○本川根児童クラブ施設整備　2,558万2千円

③学校教育ビジョン（キャリア教育・ＲＧ授業）の推進と社会教育ビジョンの推進
○町立学校ＩＣＴ教育推進事業　1億771万1千円
・町内小中学校でのＩＣＴを活用した授業の充実
○中学生及び高校生海外英語研修　1,152万円
　・カナダ英語研修（中学２年生及び川根高校生を含む高校生）
○社会教育ビジョンの推進　6,876万2千円
・小学５年生県外体験学習事業
・地域で取り組む生涯学習事業
・カヌーのまちづくり推進事業
・次代を担う子どもの文化芸術体験事業　　　
・図書ネットワークの拡充と図書サービスの充実

◎高校卒業までの子どもの医療費完全無料は県内２町だけ
※平成29年4月1日現在

◎小中学校でのＩＣＴ教育推進事業の開始、ＩＴ企業誘致推進

◎観光、地域間交流促進と移住・定住の促進

小学５年生の県外体験学習（北海道）

子育て支援施設として整備される元地名保育園
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一 
般 

会 

計

生
涯
学
習
課

	

（
仮
称
）
伝
統
文
化

伝
承
館
建
設
候
補
地

に
元
青
部
小
学
校
を
活
用

す
る
考
え
は
。

	

現
地
確
認
し
、
雰
囲

気
は
す
ば
ら
し
い
が
、

建
物
は
使
え
る
状
態
で
は

な
い
と
判
断
し
た
。

	

カ
ヌ
ー
普
及
協
議
会

委
員
報
償
金
減
額
の

理
由
は
。

	

カ
ヌ
ー
関
係
者
及
び
、

体
育
、
産
業
関
係
者

か
ら
カ
ヌ
ー
普
及
の
た
め

の
意
見
を
い
た
だ
く
も
の

だ
が
前
年
度
の
実
績
な
ど

か
ら
１
回
分
減
と
し
た
。

問答問答

議
会
事
務
局

	

備
品
購
入
の
内
容
は
。

	

３
階
大
会
議
室
マ
イ

ク
シ
ス
テ
ム
及
び
音

声
認
識
シ
ス
テ
ム
用
の
パ

ソ
コ
ン
機
器
の
更
新
。多
用

途
に
使
用
で
き
る
ワ
イ
ヤ

レ
ス
方
式
の
機
器
を
選
定
。

教
育
総
務
課

	

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
推
進
業
務
委
託
料

は
４
者
協
定
で
結
ん
で
い

る
中
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
決
定
す
る
の
か
。

	

４
者
協
定
は
町
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
す
る
た

め
の
助
言
を
求
め
る
も
の

で
、そ
の
中
で
の
企
画
案
に

問答問答

基
づ
い
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
行
い
業
者
を
選
定
す
る
。

	

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

奥
流
の
生
徒
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
の
予
算
は
。

	

高
校
の
指
導
担
当
教

員
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
る
。
予
算
計
上
は

し
て
い
な
い
。

建
設
課

	

多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
内
容
は
。

	

耕
作
放
棄
地
を
出
さ

な
い
取
り
組
み
を
地

域
全
体
で
行
う
も
の
で
、

農
道
や
農
業
用
水
の
施
設

の
修
繕
に
も
活
用
で
き
る
。

	

地
名
の
若
者
定
住
促

進
住
宅
の
外
壁
が
黒

カ
ビ
で
見
た
目
が
悪
く

な
っ
て
い
る
が
修
繕
は
。

	

計
画
に
沿
っ
た
修
繕

は
行
っ
て
い
る
。
現

状
を
確
認
し
て
予
算
対
応

す
る
。

企
画
課

	

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

者
返
礼
品
の
増
額
理

由
は
。

問答問答問答問

	

28
年
度
実
績
か
ら
寄

付
額
を
１
千
万
円
と

見
込
み
、
そ
の
４
割
の
４

０
０
万
円
を
計
上
。
寄
付

金
の
使
用
目
的
と
し
て
新

た
に
、
Ｓ
Ｌ
動
態
保
存
や

沿
線
景
観
の
改
善
な
ど
を

加
え
た
い
。

	

み
ど
り
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
の
募
集
は
。

	

継
続
し
て
話
は
し
て

い
る
。
応
募
す
る
者

も
減
っ
て
き
て
い
る
。

産
業
課

	

環
境
保
全
型
農
業
と

は
。

	

有
機
農
法
の
こ
と
で
、

た
い
肥
等
指
定
さ
れ

た
有
機
肥
料
で
栽
培
し
て

い
る
２
団
体
１
個
人
１
法

人
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

	

茶
茗
館
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
イ
ベ
ン
ト
委
託

内
容
を
お
茶
関
連
の
も
の

へ
と
要
請
し
て
い
き
た
い
。

答問答問答問答

税
務
課

	

法
人
税
割
の
税
率
が

下
が
っ
た
が
、
そ
の

影
響
は
。

	

平
成
26
年
に
9.7
％
と

な
っ
て
い
る
。
今
後

６
％
に
下
が
る
の
は
消
費

税
が
10
％
引
き
上
げ
時
に

な
る
た
め
、
平
成
29
年
度

は
影
響
は
な
い
。

商
工
観
光
課

	

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ

く
ぼ
の
利
用
者
が
少

な
い
が
利
用
率
を
上
げ
る

働
き
か
け
は
。

	

第
三
者
委
員
会
で
指

定
管
理
者
に
対
し
て

経
営
努
力
を
行
う
よ
う
伝

え
た
。
４
月
、
５
月
の
連

休
中
の
利
用
率
向
上
に
期

問答問答

　

３
月
定
例
会
初
日
（
２
日
）
に
予
算
特
別
委
員
会

（
薗
田
靖
邦
委
員
長
、
芹
澤
廣
行
副
委
員
長
）
に
審
査

を
付
託
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
川
根
本
町
予
算
は
３
日
〜
９
日
ま
で
担

当
課
別
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
現
地
調
査
を
実
施
。
そ
の
後
採
決
を
行
い
、

７
件
の
予
算
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

況を報告します
審査日　３月３日～10日

予算特別委員会の審査風景

活用が期待される簡易製材機（桑野山貯木場）
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待
す
る
。

総
務
課

	

消
防
団
員
の
現
状
は
。

	

定
数
４
４
０
名
、
現

在
は
３
８
６
名
。
定

数
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、

各
区
長
に
団
員
確
保
の
お

願
い
と
女
性
消
防
団
の
募

集
も
検
討
し
た
い
。

	
要
支
援
者
対
策
と
し

て
避
難
場
所
等
へ
の

避
難
用
品
等
の
配
備
に
つ

い
て
は
。

	

広
域
避
難
場
所
へ
の

備
品
は
整
備
し
て
い

る
。
要
支
援
者
の
受
け
入

れ
先
で
あ
る
各
施
設
と
協

議
す
る
。

生
活
健
康
課

	

住
民
票
、印
鑑
証
明
書

等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
が
実
施
さ
れ
た
が
提

供
使
用
料
の
支
払
先
は
。

	

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
伴

い
町
と
Ｊジ
ェ
イ－
Ｌリ

Ｉス

Ｓ

の
サ
ー
バ
を
繋
ぐ
経
費
で

電
算
業
務
委
託
業
者
に
支

払
う
も
の
。

問答問答問答

	

年
金
受
給
者
数
と
金

額
は
。

	

受
給
者
数
３
０
３
３

人
。
老
齢
基
礎
年
金

で
22
億
４
４
９
３
万
円
。

一
人
当
た
り
74
万
１
６
９

円
と
な
る
。

福
祉
課

	

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
者
は

何
人
か
。

	

島
田
市
の
事
業
所
が

２
社
入
っ
て
い
る
。

２
月
の
実
績
で
15
件
の
利

用
が
あ
る
。

	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

業
務
委
託
料
の
減
額

の
理
由
は
。

	
利
用
実
績
か
ら
減
額
。

対
象
者
を
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
充
し
た
が
、

利
用
者
が
あ
ま
り
増
え
な

か
っ
た
。

情
報
政
策
課

	

工
事
請
負
費
の
増
額

の
理
由
は
。

	

町
内
小
中
学
校
へ
の

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に

か
か
る
費
用
。

問答問答問答問答

特 

別 

会 

計

国
民
健
康
保
険
事
業

	

広
域
化
に
お
け
る
事

務
的
負
担
は
。

	

大
幅
に
変
わ
る
事
は

な
い
。
今
回
の
広
域

化
は
財
政
面
の
強
化
で
、

町
単
独
の
財
布
が
県
全
体

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

	

特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
人
数
及
び
年
金

が
月
額
１
万
５
０
０
０
円

以
下
の
人
数
は
。

	

特
別
徴
収
は
約
１
７

０
０
人
、
普
通
徴
収

約
５
０
０
人
、
月
額
１
万

５
０
０
０
円
以
下
の
人
数

は
約
２
２
０
人
。

介
護
保
険
事
業

	

現
在
の
介
護
認
定
者

の
状
況
は
。

	
要
支
援
１
が
64
人
、

要
支
援
２
が
34
人
、

合
計
で
98
人
。
要
介
護
１

が
１
３
７
人
、
要
介
護
２

が
96
人
。
要
介
護
３
が
84

問答問答問答

人
、
要
介
護
４
が
99
人
、

要
介
護
５
が
66
人
、
合
計

で
５
８
０
人
。

簡
易
水
道
事
業

	

公
営
企
業
会
計
シ
ス

テ
ム
保
守
委
託
料
に

つ
い
て
。

	

公
営
企
業
に
お
け
る

必
要
な
資
産
管
理
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、
保
守

は
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

	

遠
隔
診
療
の
状
況
は
。

	

循
環
器
科
、
整
形
外

科
、
皮
膚
科
、
糖
尿

病
・
内
分
泌
内
科
の
４
診

療
科
目
を
遠
隔
診
療
で

行
っ
て
い
る
。
平
成
27
年

度
実
績
２
０
６
人
、
平
成

問答問答

平成２９年度 一般・特別会計予算総額92億330万円（3億470万円増）

予算特別委員会の審査状

29
年
２
月
現
在
で
２
３
６

人
が
診
療
を
受
け
て
い
る
。

温
泉
事
業

	

温
泉
使
用
料
の
減
額

理
由
は
。

	

寸
又
峡
温
泉
で
３
口

の
減
と
な
り
、
全
部

で
31
口
と
な
る
。

問答
▼
ま
と
め
▲

　

連
日
、
各
課
課
長
、
職

員
の
説
明
を
受
け
、
委
員

か
ら
の
質
疑
、
要
望
、
意

見
等
に
対
し
町
長
、
担
当

課
が
回
答
。
施
策
に
対
す

る
考
え
方
、
方
針
を
示
し

て
い
た
だ
い
た
内
容
を
、

い
く
つ
か
抜
粋
し
て
記
載

し
ま
し
た
。
委
員
、
職
員

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

予
算
審
査
終
了
後
、
現

地
調
査
と
し
て
桑
野
山
貯

木
場
、（
仮
称
）伝
統
文
化

伝
承
館
建
設
候
補
地
の
一

つ
で
あ
る
三
盃
地
区
奧
の

山
林
、
元
青
部
小
学
校
の

３
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会

�

委
員
長
・
薗
田
靖
邦
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３
月
議
会
で
は
、
予
算

特
別
委
員
会
で
６
日
間
に

わ
た
り
審
査
し
た
、
○
平

成
29
年
度
予
算
７
件
、
及

び
13
日
に
第
１
常
任
委
員

会
で
審
査
し
た
、
○
第
２

次
川
根
本
町
総
合
計
画
基

本
計
画
の
策
定
と
、
○
川

根
本
町
地
方
活
力
向
上
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定
の
２
件
の
他
、
補
正

予
算
４
件
や
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
13
件
、
及
び
、

最
終
日
に
上
程
さ
れ
た
追

加
議
案
１
件
（
一
般
会
計

補
正
予
算
で
繰
越
明
許
費

１
件
の
追
加
）
全
て
を
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
届
け
ら

れ
た
意
見
書
２
件
（
○
精

神
障
害
者
の
交
通
運
賃
割

引
に
関
す
る
意
見
書
、
○

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

◎
一
般
会
計

　

補
正
額
２
億
７
３
１
７

万
２
千
円
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
を
62
億
７
２
８

２
万
２
千
円
と
す
る
。

　

主
に
は
経
費
の
精
査
に

伴
う
減
額
と
、
年
度
内
完

成
が
見
込
め
な
い
こ
と
で

次
年
度
へ
繰
り
越
す
20

件
・
総
額
１
億
８
６
１
２

万
５
千
円
の
繰
越
明
許
費

で
、
事
業
費
の
増
額
で
は
、

梅
高
地
区
集
会
所
の
駐
車

場
整
備
費
に
伴
う
分
筆
測

量
委
託
料
及
び
茶
樹
補
償

金
約
70
万
円
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
83
台
分

１
９
５
万
円
、
か
わ
ね

フ
ォ
ン
告
知
端
末
機
の
転

入
者
用
予
備
15
台
20
万
円
、

湖
上
駅
ト
イ
レ
修
繕
費

18
万
円
な
ど
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
額
１
０
２
万
６
千

円
を
減
額
し
て
、
予
算
総

額
を
12
億
９
８
１
３
万
７

千
円
と
す
る
。

　

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
費
等
の
減
額
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
額
７
６
０
万
円
を

減
額
し
て
、
予
算
総
額
を

２
億
５
４
７
万
円
と
す
る
。

　

地
名
簡
水
配
水
管
移
設

工
事
の
延
期
に
よ
る
工
事

請
負
費
の
減
額
。

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
特
別
会
計

　

補
正
額
６
７
３
万
１
千

円
を
減
額
し
て
予
算
総
額

を
４
０
７
６
万
5
千
円
と

す
る
。

　

医
師
募
集
広
告
料
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
減
に
よ
る
医
薬
材
料
費

な
ど
の
運
営
経
費
の
減
額
。

条
例
の
一
部
改
正

○
個
人
情
報
保
護
条
例
及

び
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

し
た
他
市
町
と
の
情
報

連
携
等
に
関
す
る
事
項

を
条
例
で
定
め
る
。

○
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

災
害
対
策
本
部
と
防
災

会
議
の
役
割
の
明
確
化

を
規
定
す
る
た
め
の
改

正
。

○
育
児
・
介
護
を
行
う
職

員
が
家
庭
生
活
と
の
両
立

を
し
や
す
く
す
る
た
め
の
、

勤
務
時
間
や
休
暇
、
育
児

休
業
・
給
与
な
ど
に
関
す

る
条
例
改
正
３
件
。

○
町
税
条
例
の
改
正

消
費
税
10
％
へ
の
引
き

上
げ
延
長
に
伴
う
各
種

減
税
措
置
の
延
長
な
ど

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
広
場
条

例
の
改
正

夜
間
照
明
が
あ
る
施
設

の
使
用
料
を
統
一
す
る
。

○
三
ツ
星
天
文
台
条
例
の

改
正団

体
割
引
を
設
け
る
。

そ

の

他

○
町
道
路
線
の
変
更

町
道
高
郷
田
野
口
停
車

場
線
の
開
設
に
伴
う
同

路
線
へ
連
結
す
る
町
道

旧
上
長
尾
保
育
所
線
の

終
点
箇
所
の
変
更
。

○
静
岡
市
及
び
川
根
本
町

に
お
け
る
連
携
中
枢
都
市

圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約

の
締
結

行
政
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

に
よ
り
人
口
減
少
等
の

課
題
に
広
域
的
に
対
応

す
る
。

○
静
岡
県
市
町
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

加
入
団
体
の
名
称
変
更
。

○
駿
遠
学
園
管
理
組
合
規

約
の
変
更

共
同
生
活
援
助
事
業
を

駿
遠
学
園
の
事
業
か
ら

民
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

委
託
す
る
。

議
員
発
議
意
見
書

○
精
神
障
害
者
の
交
通
運

賃
割
引
に
関
す
る
意
見
書

○「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

一般質問に答える鈴木町長
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鈴
木
多
津
枝

　

反
対
と
言
っ
て
も
予
算

の
大
半
が
町
民
の
安
心
安

全
を
守
る
必
要
不
可
欠
の

も
の
で
全
て
反
対
で
は
な

い
。
し
か
し
、
前
年
よ
り

３
億
２
３
０
０
万
円
増
額

で
65
億
4
千
万
円
の
大
型

予
算
の
財
源
は
地
方
交
付

税
も
町
税
も
減
額
し
て
、

町
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ

る
基
金
と
将
来
へ
の
ツ
ケ

で
あ
る
借
金
の
増
額
で
、

決
し
て
健
全
予
算
と
は
言

い
難
い
。
町
民
の
暮
ら
し

を
守
り
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
対
策
や
子
育

て
支
援
、
若
者
の
移
住
・

定
住
支
援
等
の
た
め
な
ら

順
調
に
借
金
返
済
も
で
き

て
い
る
の
で
許
さ
れ
る
と

思
う
が
、
保
育
料
や
給
食

費
無
料
化
も
軽
減
も
進
め

ず
、
集
会
所
の
維
持
・
修

繕
の
地
区
負
担
廃
止
も
聞

き
入
れ
な
い
等
、
当
初
予

算
に
賛
成
で
き
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

中
澤
　
莊
也

　

こ
の
予
算
は
、
総
合
計

画
に
示
さ
れ
る
基
本
理

念
・
人
づ
く
り
・
魅
力
づ

く
り
・
活
力
づ
く
り
を
柱

と
し
た
町
の
将
来
像
で
あ

る
“
水
と
森
の
番
人
が
創

る
癒
し
の
里　

川
根
本
町

～
豊
か
な
自
然
、
お
茶
と

温
泉
に
彩
ら
れ
た
、
だ
れ

で
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ふ
る
さ
と
～
”
の
具
現

化
の
た
め
に
提
案
さ
れ
た

予
算
で
あ
り
ま
す
。
予
算

の
内
容
を
見
て
も
少
子
超

高
齢
化
に
よ
り
生
ず
る

様
々
な
課
題
や
問
題
に
的

確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
前

年
度
の
実
績
、
将
来
の
見

通
し
等
を
勘
案
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
源
の
確
保
も
的
確
に
行

わ
れ
、
有
利
な
地
方
債
等

を
充
て
、
町
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
抑
え
、
事
業
を

執
行
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
見
ら
れ
ま
す
。

鈴
木
多
津
枝

　

国
保
制
度
は
所
得
の
不
安
定
な

人
や
低
所
得
者
も
全
員
加
入
さ
せ

る
国
民
皆
保
険
制
度
。
国
が
50
％

負
担
す
る
と
し
て
始
め
た
の
に

32
％
し
か
負
担
せ
ず
市
町
村
や
被

保
険
者
に
押
し
付
け
、
県
内
で
一

番
低
い
国
保
税
の
当
町
で
さ
え
負

担
は
限
界
を
超
え
て
い
る
。
来
年

度
か
ら
の
広
域
化
で
県
下
一
律
の

国
保
税
に
な
れ
ば
当
町
の
加
入
者

は
耐
え
難
い
負
担
と
な
る
。
そ
う

さ
せ
な
い
決
意
を
示
し
町
民
を
守

る
べ
き
。

中
澤
　
莊
也

　

予
算
は
過
去
数
年
に
わ
た
る
被

保
険
者
の
推
移
や
療
養
給
付
費
や

高
額
療
養
費
等
の
伸
び
、
医
療
費

の
動
向
等
を
勘
案
し
、
現
状
把
握

で
き
る
限
り
の
資
料
に
基
づ
き
適

正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
国
保
事

業
の
円
滑
な
運
営
と
維
持
・
継
続

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

町
民
の
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、

誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
診
療

や
治
療
等
を
安
心
し
て
受
け
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

その他、平成29年度後期高齢者医療事業特
別会計や条例２件へ、鈴木議員が反対討論
を、それに対する賛成討論を中澤議員が行
いました。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

反対討論中の鈴木議員

賛成討論中の中澤議員

それぞれの
思いを討論する
両議員

反
対

反
対

賛
成

賛
成

平成29年度予算に対して、

反対・賛成の討論が行われました!!
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３月15日に議決した議案 中澤 鈴木 森 小籔 中田 山本 芹澤 根岸 野口 坂本 薗田
議案第２号 川根本町個人情報保護条例及び川根本町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号 川根本町防災会議条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第４号 川根本町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第５号 川根本町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第６号 川根本町職員の給与に関する条例の一部を改正す条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第７号 川根本町税条例等の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第８号 川根本町社会体育施設条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第９号 川根本町生涯スポーツ広場条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 川根本町なかかわね三ツ星天文台条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 町道路線の変更について（旧上長尾保育所線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 静岡市及び川根本町における連携中枢都市圏形成に係る連携協約について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第14号 静岡県市町総合事務組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第15号 駿遠学園管理組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第16号 平成28年度川根本町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第17号 平成28年度川根本町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 平成28年度川根本町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 平成28年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月23日に議決した議案
議案第１号 川根本町地方活力向上地域における固定資産税の特例に関する条例の制定について  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号 第２次川根本町総合計画基本計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 平成２９年度川根本町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 平成２９年度川根本町国民健康保険事業特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 平成２９年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 平成２９年度川根本町介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 平成２９年度川根本町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第25号 平成２９年度川根本町温泉事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第26号 平成２９年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 平成２８年度川根本町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議第２号 精神障害者の交通運賃割引に関する意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議第３号 「森林・林業基本計画」の推進を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決に加わりません。

＜３月定例会　議案審議の結果＞

⑴
川
根
本
町
地
方
活
力
向
上

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

川
根
本
町
に
お
い
て
地

方
拠
点
の
強
化
、
拡
充
を

行
う
事
業
者
に
対
し
て
、

町
の
固
定
資
産
税
の
不
均

一
課
税
が
で
き
る
制
度
を

設
け
る
こ
と
で
、
企
業
進

出
を
支
援
す
る
た
め
の
規

定
を
設
け
た
も
の
。

	

特
定
業
務
機
能
の
範

囲
に
つ
い
て
。
ゾ
ー

ホ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
場
合

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
は
、

本
社
機
能
の
範
囲
に
該
当

す
る
の
か
。

	

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

務
は
本
社
機
能
の
範

囲
に
該
当
し
な
い
と
判
断

さ
れ
る
。
企
画
部
門
、
商

品
開
発
部
門
、
研
究
部
門

が
本
社
機
能
の
範
囲
と
言

わ
れ
て
い
る
。
常
時
雇
用

す
る
従
業
員
も
大
企
業
で

10
人
以
上
、
中
小
企
業
で

５
人
以
上
の
要
件
も
あ
る
。

⑵
第
２
次
川
根
本
町
総
合

計
画
基
本
計
画
の
策
定

　

平
成
18
年
度
に
策
定
さ

れ
た
「
第
１
次
総
合
計

画
」
が
28
年
度
で
計
画
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
「
第

２
次
総
合
計
画
」
を
策
定

す
る
も
の
。
計
画
期
間
は

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
38

年
度
ま
で
の
10
年
間
。

	

計
画
策
定
時
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

主
な
構
成
員
は
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
期
間
と
提
出
さ
れ
た

意
見
に
よ
り
修
正
し
た
点

は
何
か
。

	
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
各
区
長
、
役
員

が
主
な
構
成
員
と
な
っ
て

い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
本
年
２
月
６
日
か

ら
２
月
24
日
ま
で
実
施
し

た
が
修
正
は
な
い
。

　

２
議
案
と
も
討
論
は
な

く
起
立
全
員
に
よ
り
可
決
。

　

第
一
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

薗
田
靖
邦

問答

問答

第一常任委員会審査報告
審査日　平成29年3月13日
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一 般
質 問

　　　質問の概要を発言順に掲載します

10ページ
野口　直次　議員
新事業などは地区説明会が必要ではないか

11ページ
鈴木多津枝　議員
子育て支援で若者を呼び込む町に

12ページ
中澤　莊也　議員
無形民俗文化財の保存継承への取組みは

13ページ
薗田　靖邦　議員
小中学生へのＩＣＴ教育の推進は

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町

長
な
ど
に
町
の
課
題
や
行
政

全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
案

で
き
る
機
会
で
す
。
年
４
回

開
か
れ
る
定
例
会
で
の
み
行

え
る
大
変
貴
重
な
機
会
と
い

え
ま
す
。
質
問
す
る
議
員

も
、
答
え
る
行
政
機
関
も
十

分
な
時
間
が
必
要
な
た
め
、

事
前
通
告
を
行
う
決
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ

き
答
弁
の
時
間
を
含
め
ず
30

分
で
す
。
再
質
問
か
ら
は
一

問
一
答
方
式
と
な
り
、
制
限

時
間
内
で
あ
れ
ば
、
質
問
回

数
は
自
由
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
関
心
が
質
問
や

答
弁
の
力
と
な
り
ま
す
。

　

傍
聴
は
自
由
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

支
所
で
は
テ
レ
ビ
で
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ．本町教育における小・中学校連携について今後の抱負は。
� （平成27年12月定例会　質問者：野口直次議員）

Ａ．小・中学校ともＲＧ授業を実施し、回数を重ねる中で、
連携を活かした適正規模の授業が展開され、学習効果
を上げている。

現状と成果 子どもたち間のコミュニケーションが十分に取ることができるようになり、グループや全
体での話し合いの場で、自信を持って自分の考えを表現できる子どもの姿が増えている。
　特に技能教科では、教科の特性を最大限に生かした楽しい授業が展開され、目を輝かせて生き生きと
学ぶ子どもたちの姿がたくさん見られた。
　計算などの基礎基本となる事項も、少人数指導により定着の効果が表れている。また、２年間のＲＧ
授業の評価・検証をもとに、３年目の取組に向け、さらに本町の子どもたちに “つけたい力” が明確化
された。
今後の取り組み 平成29年度からは、ＩＣＴ機器の導入が計画されることもあり、さらに一人一人に確
かな学力を育んでいくことができるよう、授業の内容に応じた効果的な授業を生み出していくため、町
の教育会を挙げて準備を進めているところです。

あの一般質問

一体どうなってるだやぁ～

自分の考えを表現できる子どもに。

４
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

３
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
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て
い
な
い
。
今
後
、
各
地

区
に
お
い
て
の
住
民
説
明

会
を
検
討
す
る
の
か
。

　
　
　

区
長
、
議
会
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
皆
様
が
委
員
と
し
て
、

発
表
し
て
い
た
だ
い
た
の

を
具
現
化
し
て
い
く
形
に

す
る
の
が
ス
ム
ー
ズ
で
、

言
わ
れ
た
通
り
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
あ
れ
ば
当

然
や
る
こ
と
に
は
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
と
考
え
る
。

町
長

一 般
質 問

　
　
　

近
年
観
光
客
の
増

加
傾
向
を
、
今
後

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

　
　
　

シ
ー
ズ
ン
の
大
勢

の
観
光
客
の
対
応

策
な
ど
課
題
も
生
じ
て
い

る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

寸
又
峡
方
面
に
来
る
方
も
、

キ
ャ
ン
プ
に
来
た
方
も
同

じ
で
、
点
か
ら
面
へ
広
が

り
を
持
た
せ
て
い
き
た
い
。

貴
重
な
資
源
の
情
報
発
信

を
強
化
し
、
本
町
の
観
光

を
点
で
は
な
く
面
と
し
て

捉
え
、
観
光
で
稼
げ
る
基

盤
を
強
固
な
も
の
に
し
た

い
。
観
光
事
業
関
係
者
が

英
知
を
絞
り
い
か
よ
う
に

稼
ぐ
か
と
、
常
に
考
え
て

い
か
な
い
限
り
真
の
観
光

地
に
は
な
り
得
な
い
と
考

え
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の

中
で
29
年
度
学
校

教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
を
メ

イ
ン
に
取
り
入
れ
た
理
由

は
。

　
　
　

４
者
で
締
結
を
し

た
包
括
連
携
協
定

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
提

案
を
い
た
だ
い
た
。
モ
デ

ル
的
に
一
部
の
学
校
か
ら

始
め
る
よ
り
全
町
一
斉
に

取
り
組
む
必
要
も
提
案
さ

れ
た
。
導
入
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
活
用
推
進
委
員
会
か

ら
の
強
い
提
案
が
あ
り
、

小
中
学
校
全
校
同
時
導
入

を
計
画
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

新
規
事
業
第
２
次

総
合
計
画
を
含
め

各
事
業
を
町
民
に
伝
え
る

手
法
は
。

　
　
　

こ
れ
だ
け
の
費
用

が
か
か
る
と
いっ
た

内
容
の
み
が
一
人
歩
き
し

て
い
る
。
当
該
事
業
の
重

要
性
や
こ
れ
に
よ
り
何
が
、

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
生

活
等
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
く
の
か
と
い
っ
た
道
筋

を
明
確
に
、
わ
か
り
や
す

く
提
示
す
る
こ
と
に
努
め

る
。

　
　
　

町
民
に
行
政
理
解

向
上
の
為
に
新
た

な
周
知
方
法
を
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
広
報

活
動
に
、
情
報
基

盤
整
備
に
よ
り
か
わ
ね

フ
ォ
ン
が
追
加
利
用
さ
れ

て
い
る
。
個
々
の
施
策
ご

と
の
対
応
に
は
、
様
々
な

広
報
媒
体
の
利
活
用
に
よ

る
情
報
発
信
や
交
流
会
等

を
通
じ
た
双
方
の
情
報
共

有
に
も
努
め
る
。

　
　
　

26
年
度
、
情
報
整

備
事
業
で
地
区
の

説
明
会
後
は
、
開
催
さ
れ

町
長

質
問

野口直次 議員

問
新
事
業
な
ど
は
地
区
説
明
会
が
必
要
で
は
な
い
か

答
必
要
が
あ
れ
ば
努
力
を
惜
し
ま
な
い

家庭内の身近な情報機器など
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①
保
育
料
や
給
食

費
無
料
化
等
分
か

り
や
す
い
子
育
て
支
援
を
。

国
は
所
得
３
６
０
万
円
以

下
の
世
帯
の
保
育
料
を
２

人
目
半
額
、
３
人
目
か
ら

無
料
と
し
た
。
町
で
所
得

制
限
を
や
め
て
軽
減
を
。

②
安
価
な
住
宅
の
提
供
を
。

③
全
国
茶
品
評
会
出
品
者

支
援
を
。
日
本
一
の
お
茶

を
生
か
し
耕
作
放
棄
茶
園

提
供
で
若
者
を
グ
ル
ー
プ

で
呼
び
込
み
、
６
次
産
業

化
や
茶
園
に
太
陽
光
発
電

で
所
得
を
増
や
す
な
ど
継

続
で
き
る
茶
業
推
進
を
。

　
　
　

①
当
町
の
保
育
料

は
国
の
６
割
程
で

適
当
と
考
え
る
。
所
得
制

限
撤
廃
で
43
名
が
対
象
と

な
り
約
８
５
０
万
円
減
額

と
な
る
が
、全
て
町
で
と
は

い
か
な
い
。
委
員
会
で
方

針
を
決
め
て
頂
い
て
い
る
。

　
　
　

こ
ど
も
支
援
室
を

新
設
す
る
。
本
川

根
小
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
や

地
名
保
育
園
を
改
修
し
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
休
日
・
夜
間
の

一
時
預
か
り
等
も
進
め
る
。

　
　
　

①
小
規
模
校
の
良

さ
を
生
か
し
た
Ｒ

Ｇ
（
連
携
グ
ル
ー
プ
）
授

業
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
遠

距
離
通
学
費
助
成
、
奨
学

金
貸
与
等
他
市
町
よ
り
手

厚
い
支
援
も
あ
る
。

	
②
１
１
６
戸
あ

る
公
営
住
宅
の
利

用
を
優
先
す
る
。
子
ど
も

が
い
る
世
帯
の
住
宅
取
得

や
空
き
家
改
修
補
助
を
拡

充
し
た
。

③
茶
園
へ
の
太
陽
光
発
電

は
費
用
や
収
量
・
景
観
の

点
で
様
子
を
見
た
い
。
品

評
会
出
品
者
へ
は
支
援
金

や
休
日
返
上
の
支
援
体
制

で
「
産
地
賞
」
を
目
指
す
。

や
る
気
の
あ
る
農
家
を
支

援
し
て
い
く
。

　
　
　

①
介
護
保
険
か
ら

総
合
事
業
に
移
行

後
の
状
況
は
。

②
外
出
支
援
の
拡
充
を
。

③
見
守
り
・
生
き
が
い
の

場
づ
く
り
支
援
を
。

　
　
　

①
要
支
援
１
・
２	

96
名
、
基
本
チ
ェッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
対
象
者

71
名
に
、
訪
問
・
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
運
動

機
能
向
上
や
通
所
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

質
問

町
長

福
祉
課
長

教
育
総

務
課
長

町
長

質
問

町
長

よ
う
に
し
た
。

②
高
齢
化
が
進
み
町
外
へ

の
通
院
手
段
の
必
要
性
は

承
知
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
見
守
り
や
徘
回

行
方
不
明
者
捜
査
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
等
、
見
守
り
体
制
の

強
化
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
状

況
把
握
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
青
部
元
小
学

校
解
体
工
事
計
画
で
、
解

体
せ
ず
に
利
活
用
を
求
め

ま
し
た
。
解
体
は
決
定
で

な
く
、
今
後
委
員
会
を
設

置
し
て
検
討
す
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴木多津枝 議員

問 子育て支援で若者を呼び込む町に

答 各委員会を尊重し方針を決めて頂く

見守りネットワーク協力員ジャンパー
３台でフル稼働の外出支援タクシー
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一 般
質 問

　
　
　

指
定
管
理
期
間
の

見
直
し
の
基
準
は
。

　
　
　

指
定
期
間
は
、
5

年
間
と
な
っ
て
い

る
が
、
指
定
期
間
開
始
か

ら
3
年
間
の
運
営
状
況
を

検
証
し
、
当
初
の
計
画
と

過
大
な
差
が
あ
る
場
合
は
、

協
議
の
上
、
指
定
期
間
を

見
直
す
と
の
条
項
を
付
し

て
い
る
。

ま
た
法
律
に
お
い
て
も
、

指
定
管
理
期
間
に
お
い
て

の
指
定
の
取
り
消
し
や
期

間
を
定
め
て
の
業
務
の
停

質
問

町
長

止
を
命
じ
る
こ
と
の
出
来

る
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
数
字
な
ど
の
指
標

を
基
準
と
し
て
持
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

4
月
、
5
月
の
入
込
客
数

の
推
移
を
見
な
が
ら
指
定

管
理
期
間
の
見
直
し
も
視

野
に
今
後
の
運
営
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

体
験
施
設
等
へ
の

移
行
と
指
定
管
理

者
の
変
更
は
。

　
　
　

現
在
、
指
定
管
理

者
の
運
営
を
、
第
三

質
問

町
長

者
委
員
会
を
含
め
た
チ
ェ
ッ

ク
体
制
で
進
め
て
い
る
た

め
、
具
体
的
な
施
設
及
び

指
定
管
理
者
の
変
更
は
、

今
後
の
運
営
状
況
を
検
証

し
て
か
ら
の
課
題
と
考
え

て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点

で
変
更
し
ま
す
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
し
ば
ら
く

は
現
状
の
宿
泊
機
能
を
維

持
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　

契
約
の
内
容
が
履

行
で
き
な
い
場
合

は
、指
定
管
理
者
の
変
更
も

や
む
を
え
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　

空
き
家
等
対
策
協

議
会
と
そ
こ
で
策

副
町
長

質
問

定
さ
れ
る
対
策
計
画
と
は
。

　
　
　

空
き
家
等
対
策
計

画
の
策
定
及
び
変

更
、
計
画
の
実
施
等
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
川
根
本
町

空
き
家
等
対
策
協
議
会
を

設
置
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
協
議
会
の
委
員
は
、

法
務
、
不
動
産
等
に
関
す

る
学
識
経
験
者
、
空
き
家

等
対
策
に
関
わ
る
県
職
員
、

地
域
住
民
の
代
表
者
等
で

組
織
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

空
き
家
計
画
は
、

単
に
特
定
空
き
家

の
基
準
を
定
め
る
だ
け
で

な
く
、
空
き
家
等
に
関
す

町
長

建
設
課
長

る
基
本
的
な
方
針
、
計
画

期
間
、
調
査
に
関
す
る
事

項
、
所
有
者
等
に
よ
る
空

き
家
等
の
適
切
な
管
理
の

促
進
に
関
す
事
項
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

無
形
民
俗
文
化
財

の
保
存
継
承
活
動
は
。

　
　
　

伝
統
文
化
を
保
存

継
承
す
る
場
、
後

継
者
の
育
成
の
場
と
し
て
、

伝
統
文
化
伝
承
館
を
建
設

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

伝
統
文
化
の
継
承
者
と
し

て
、
赤
石
太
鼓
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
に
リ
ー
ダ
ー
的

役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

質
問

町
長

中澤莊也 議員

問
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
継
承
へ
の
取
組
み
は

答
文
化
伝
承
館
を
建
設
し
、
保
存
継
承
に
努
め
て
い
く

経営努力の続くウッドハウスおろくぼ

（仮称）伝統文化伝承館候補地の一つである三盃地区の山林
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川
根
高
校
が
進
め

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と

の
関
連
は
。

　
　
　

教
育
委
員
会
と
し

て
は
具
体
的
な
協

議
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

川
根
高
で
は
静
岡
大
学
と

の
連
携
に
よ
っ
て
遠
隔
通

信
装
置
を
活
用
し
て
大
学

の
教
授
に
よ
る
講
義
を
実

施
し
て
い
る
と
聞
く
。
今

後
、
町
内
の
小
中
学
生
と

の
交
流
な
ど
に
広
が
っ
て

い
く
可
能
性
は
多
い
に
あ

る
。

　
　
　

町
が
考
え
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
自

宅
学
習
支
援
の
進
め
方
は
。

　
　
　

町
の
特
色
で
あ
る

小
規
模
校
の
良
さ

や
複
式
学
級
に
適
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を

家
庭
学
習
に
お
い
て
も
最

大
限
に
生
か
し
、
子
供
た

ち
が
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲

や
姿
勢
を
身
に
着
け
て
い

く
よ
う
目
指
す
。
専
門
的

な
知
識
・
経
験
の
あ
る
３

業
者
と
町
に
よ
る
４
者
協

定
を
導
入
し
、
学
校
と
家

庭
が
連
携
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

モ
ラ
ル
教
育
も
し
っ
か
り

行
う
。
ま
た
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

も
検
討
す
る
。

　
　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
を
体

験
で
き
る
施
設
の

検
討
は
。

　
　
　

現
在
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
焼
津

市
、
川
根
本
町
魅
力
創
出

連
携
協
議
会
で
推
進
す
る

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
中
で

運
用
す
る
事
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　

４
月
１
日
か
ら
の

企
画
課
機
能
強
化

は
。

　
　
　

企
画
部
門
が
大
切

な
事
は
十
分
承
知

し
て
い
る
。
動
き
が
鈍
っ

た
と
い
う
面
も
反
省
し
て

い
る
。
大
き
な
事
業
も
山

積
み
し
て
い
る
中
、
今
回
、

専
門
官
と
い
う
役
職
を
設

け
て
対
応
す
る
。

　
　
　

町
民
健
康
デ
ー
タ

の
共
有
化
に
つ
い

て
。

　
　
　

こ
の
情
報
を
共
有

で
き
る
の
は
、
そ

の
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て

い
る
機
関
の
み
で
あ
る
が

医
療
機
関
、
保
険
薬
局
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
保
険
施
設
な
ど
が
あ

る
が
、
問
題
は
、
情
報
を

質
問

町
長

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

生
活
健

康
課
長

共
有
す
る
に
は
本
人
の
承

諾
を
得
た
う
え
で
の
み
、

共
有
で
き
る
と
い
う
個
人

情
報
の
壁
が
大
き
く
立
ち

は
だ
か
る
。

　
　
　

検
討
課
題
と
し
て

の
健
康
管
理
デ
ー

タ
の
、
見
え
る
化
の
方
向

性
は
。

　
　
　

健
康
カ
ル
テ
は
庁

舎
内
の
単
独
シ
ス

テ
ム
で
運
用
し
て
い
る
。

外
部
へ
の
持
ち
出
し
は
出

来
な
い
。
社
会
保
険
加
入

者
の
デ
ー
タ
等
も
国
の
段

質
問

生
活
健

康
課
長

階
で
市
町
村
へ
流
す
と
い

う
議
論
も
さ
れ
て
い
る
が
、

や
は
り
、
個
人
情
報
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
中
で
も
課

題
だ
と
思
う
。

薗田靖邦 議員

問 小中学生へのＩＣＴ教育の推進は

答 １人１台タブレット導入の授業展開

駐車場が整備された上長尾田澤内科医院

小学生の授業風景
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町議会
～住みよいまちづくりのために～

シリ
ーズ

◆？ 議会って
　この町を快適で住みよいまちにすることを目指して、みなさんの願いを町政に届けるために、町
民生活の様々な課題について話し合い、どのように課題を解決・実行していくかを決めています。
この話し合いが行われる大切な機関が「町議会」です。

◆？ 議会の役割って
　町議会は、町長から提案された条例（まちのきまり）の制定・改正・廃止、町の予算・決算など、
町政を進めていくための重要な事柄を決定するところです。

主には、
・まちの予算を審査し、その使い方についてチェックし、承認するかどうか協議します。
・議会に届けられた要望書などを審査・議決して「意見書」として国や県の機関に提出します。
・執行機関が行う事務の調査や検査をします。

◆？ 町長と議会
　町長は、みなさんの暮らしをよくするための事業計画を立て、必要な予算を組み、町政を運営し
ていきます。このことから、町長は「執行機関」と呼ばれています。
　これに対し、町議会は「議決機関」と呼ばれ、町長が提案する事業計画や条例案、予算案などに
ついて、意見を述べたり解決策を考えたりして、最終的にその提案を多数決で議決します。また、
町長が行う町政全般をチェックします。このように町長と議会は対等の立場にあり、町民の意思を
聞いたり、一般質問で意見を述べあったりして、みなさんの暮らしを良くするために活動していま
す。

  

  

 

 

 

町　民 選挙選挙

議会報告 
・意見交換 行政サービス

請願・陳情・要望 陳情・要望 

町議会

議案の提出

町　長議決・チェック・提言
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皆さん、知っていますか?
シリ

ーズ

地名の美田と地名用水
� “先人の知恵と偉業を今に伝える”

　その後、仲四郎等の偉業を子々孫々まで永久に伝えるため、隧
ずい

道
どう

付近に【墾
こん

田
でん

紀
き

効
こう

之
の

碑
ひ

】
と【畑

はた

田
だ

成
せい

土
ど

効
こう

起
き

業
ぎょう

義
ぎ

務
む

出
しゅっ

金
きん

紀
き

効
こう

碑
ひ

】が村民の手により建設された。現在は、この２碑とも
に地名大井神社の境内に移され静かに地名の郷の安全と繁栄を見守っている。大井神社を訪
れる区民は、老若男女を問わず誰もがこの碑の前にひざまずき、仲四郎等の偉業に対して感
謝の気持ちを捧げるのである。

地名の美田に黄
こ

金
がね

色の稲穂を実らす地名用水

　稲作に適さない荒地に黄
こ

金
がね

色の穂
を実らせたのは、この地名用水で
あった。
　三倉仲四郎（1854年生）、椎野作
之八（1831年生）らが発起人となり、
明治11年（1878）に村の北側山腹に
隧
ずい

道
どう

を掘り、大井川から水を引き入
れ、地名の集落を縦断する４本の水
路に分けて流すという大事業に着手
し、わずか８か月余りで事業を成し
遂げたのであった。

　この事業の成功により荒地は20町歩の水田に変わり、明治12年（1879）には750俵、明治
13年には900俵の米が取れたといわれている。

たわわに実る黄金色の穂

仲四郎、作之八等の偉業を今に伝える墾田紀効之碑地名用水（地名の平を潤す水路）

文責：中澤 莊也
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川根本
町の明日を拓

ひひ

く人たち

編
集
後
記

シリ
ーズ

　昨年実施した南アルプスマウンテ
ンマラソン（MAMM）は地元の方の
御協力もあり、何とか形にする事が出
来ました。今年は説明会等を行い、更
に多くの町民の方に参加して頂けたら
と思っています。昨年の反省点を一つ
ずつクリアしていき、素晴らしい自然
と、川根本町の皆様の温かいおもてな
しの心で、全国から集まるランナー
に、共に川根本町の素晴らしさを伝え
る事が出来たらと思っています。
　自然や食へのアンテナが想像以上に高くなってきています。地元産
の野菜やお茶、ジビエ、広大な自然を利用しない手はないと思ってい
ます。「自然と密接な町」を目標に、キャンプ場やMAMM以外にも
川根本町をアピールできる場を提供し、南アルプスの玄関口として、
もっと人を呼ぶ取り組みを行っていきたいです。

自分が生まれ育った町を盛り上げたい、自分達が当たり前と感じている山や川を
更に身近に感じられる場所にしたい。そんな思いから会社を立ちあげました。

合同会社　リバールーツ　リサーチ　アンド　ラボ　　鈴木　諭

今回は、不動の滝自然広場オートキャンプ場の運営、アウトドアギア（道具）の制作販売、各種イベ
ントの企画や出店を行い、町おこしに活躍する合同会社River Roots Research&Labを紹介します。

　

町
内
６
校
の
小
中
学
校

で
は
２
年
前
か
ら
、
小
規

模
校
の
良
さ
を
生
か
し
た

Ｒ
Ｇ
（
連
携
グ
ル
ー
プ
）

授
業
を
推
進
し
、
学
習
内

容
や
習
熟
度
に
応
じ
た
最

適
人
数
で
の
授
業
と
連
携

校
と
の
大
人
数
の
授
業
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
学
習

意
欲
の
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、

自
信
を
持
っ
て
発
表
し
、

表
現
で
き
る
子
ど
も
が
増

え
て
お
り
、
授
業
の
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
が
始
ま

り
ま
す
。
教
職
員
の
指
導

力
で
子
ど
も
た
ち
の
秘
め

た
能
力
の
開
花
を
期
待
し

ま
す
。

�

（
Ｅ
・
Ｎ
）

《
議
会
広
報
委
員
会
》

委
員
長　
　

中
澤　

莊
也

副
委
員
長　

鈴
木
多
津
枝

委　

員　
　

中
田　

隆
幸

　
　
　
　
　

根
岸　

英
一

　
　
　
　
　

坂
本　

政
司

◆ ６月定例会の日程 ◆

○会議会場は役場本庁３階です。
○�日程は変更することもありますので、詳しくは 

議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

６月６日 火
9：00～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

15日 木
9：00～ 本会議（定例会・２日目）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

23日 金 9：00～ 本会議（定例会・最終日）

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴にお出かけください。

南アルプスマウンテンマラソン（MAMM） 

16


